
移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動

人口 ％ 年前 住所 移動

2020年国勢調査における神⼾市⼈⼝（1,525,152⼈）のうち，移動⼈⼝(※)は359,660⼈，⼈⼝に占め
る割合（移動率）は23.6％で，全国の移動率22.7％を上回っている。
※移動⼈⼝：５年前に現住所以外の場所に住んでいた者の数
    本集計は不詳補完値による。
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移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動

神戸市

札幌市

仙台市

市

千葉市

東京都区部

川崎市

横浜市

相模原市

新潟市

静岡市

浜松市

名古屋市

京都市

大阪市

堺市

岡山市

広島市

北九州市

福岡市

熊本市

大都市別 5年前の常住地別割合

現住所 自区内 自市内他区 県内他市町 他県 国外
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(全国：25～29歳)

年齢(5歳階級)別移動率

全国 神戸市

　 ～ 歳

神⼾市における年齢別の移動率は，25〜29歳が57.7％と最も⾼く，次いで30〜34歳が55.6％，20〜24
歳が46.4％となっている。 

全国 大都市中 番目

全国の21⼤都市で移動率を⽐較すると，最も⾼いのは福岡市の35.2％で，最も低いのは堺市の20.6％と
なっている。
神⼾市を含め，14都市が移動⼈⼝の構成⽐の中で｢⾃区内で移動｣の占める割合が最も⾼い。



移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動
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移動率

転入率

転出率

57.9%
(男:25～29歳)

35.1%
(女：20～24歳)

40.5%
(男：25～29歳)

35.7%
(女：25～29歳)

57.6%
(女：25～29歳)

38.0%
(男：25～29歳)

男女別移動、転入転出率

移動率 転出率 男性 女性 ～ 歳

神⼾市における移動率を男⼥別にみると，男性は25〜29歳が57.9％，⼥性は57.6％と最も⾼い。転出率
も同様の傾向である。 男⼥別に転⼊率をみると，男性は25〜29歳が38.0％と最も⾼い。⼀⽅，⼥性は2
0〜24歳が35.1％と最も⾼い。



移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動

東京圏：29,647人

相手地域別転出割合
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大阪府：25～29歳)
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大阪府：25～29歳)
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東京圏：25～29歳)

年齢(5歳階級) 相手地域別転入出状況

大阪府 東京圏

西日本(近畿以外)：27,279人

相手地域別転入割合

阪神間 市

東播臨海部

三木 小野 三田

兵庫県 他

大阪府

他近畿

西日本 近畿以外

東京圏

東日本 東京圏以外

国外

東京圏 転出 割合 高

移動⼈⼝のうち，市外からの転⼊は158,350⼈であった。５年前の常住地別にその内訳をみると，⻄⽇
本(近畿以外)27,279⼈（市外からの転⼊者全体に占める割合17.2％）が，最も⾼い割合を占めている。
５年前の常住地が神⼾市だった⼈のうち，市外への転出は144,597⼈であった。転出者を2020年10⽉1
⽇の現住所別にその内訳をみると，東京圏29,647⼈（市外への転出者全体に占める割合20.5％）が，最
も⾼い割合を占めている。

※阪神間 市 尼崎市 西宮市 芦屋市 伊丹市 宝塚市 川西市
東播臨海部 明石市 加古川市 高砂市 稲美町 播磨町



移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動

東灘区

灘区

中央区

兵庫区

北区

長田区

須磨区

垂水区

西区

区別 転入者の相手地域別割合

東灘区

灘区

中央区

兵庫区

北区

長田区

須磨区

垂水区

西区

区別 転出者の相手地域別割合

阪神間 市

東播臨海部

三木 小野 三田

他兵庫県下

大阪府

他近畿

西日本 近畿以外

東京圏

東日本 東京圏以外

国外

区別に市外からの転⼊が最も⾼い割合を占める相⼿地域(※)をみると、東灘区・灘区・中央区・兵庫区
・⻑⽥区・須磨区では⻄⽇本(近畿以外)、北区では阪神間6市、垂⽔区・⻄区では東播臨海部となって
いる。転出は東灘区・灘区・中央区・須磨区・垂⽔区では東京圏、兵庫区・北区・⻑⽥区では⼤阪府、
⻄区では東播臨海部となっている。
※阪神間6市、東播臨海部、三⽊・⼩野・三⽥、その他兵庫県下、⼤阪府、その他近畿、⻄⽇本(近畿以外)、東京圏、東
⽇本(東京圏以外)、国外(転出は除く)



移動人口の男女・年齢等集計結果

概況 大都市
年齢別

男女別 相手地域別 区別 区間移動

他区 転入 中央区 他区 転出 垂水区 最 多

市内他区からの転⼊をみると，中央区が最も多く，須磨区，垂⽔区，兵庫区，灘区，⻄区，東灘区，⻑
⽥区，北区と続いている。市内他区への転出をみると，垂⽔区が最も多く，須磨区，中央区，⻄区，兵
庫区，東灘区，灘区，北区，⻑⽥区と続いている。

総計 東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区 長田区 須磨区 垂水区 西区
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中央区

兵庫区
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垂水区
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総計

区別 区間移動(詳細)

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区 長田区 須磨区 垂水区 西区
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9,288
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-160 -386451494

-568
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区別 区間転出入状況

転入人口 転出人口 転入人口 転出人口


